
三方よしを体現すべく

経済発展を担う人材育成を推進しています。
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特定技能制度とは！

✅ 特定技能 1号

1 •在留期間：１年、６か月又は4か月ごとの更新、通算で上限５年まで

2
•技能水準：試験等で確認（技能実習２号を良好に終了した者は試験免除）

3
•日本語能力水準：生活や業務に必要な日本語能力を試験等で確認（技能実習２号を良好に終了した者は試験免除）

特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする技能を要する業務に従事する
外国人向けの在留資格です。

•家族の帯同：基本的に認められない •受入れ機関又は登録支援機関による支援の対象
４ ５

在留資格「特定技能」には、特定技能１号と特定技能２号の２種類があります。特定技能２号は、特定産業分野
に属する熟練した技能を要する業務に従事する外国人向けの在留資格です。(現在該当就労者はいません)

✅ 特定技能 14分野

2019年4月1日からスタート

1.介護 2.ビルクリーニング 3.素形材産業

4.産業機械製造業

5.電気・電子情報関連産業

6.建設

7.造船・舶用工業

8.自動車整備 9.航空 10.宿泊 11.農業 12.漁業 13.飲食料品製造業 14.外食業

現在、14分野で、特定技能での外国人の雇用が可能となっており、対象の職種であれば広い範囲での受入れが可能です。

中小・小規模事業者をはじめとした深刻な人手不足の状況に対応するため、一定の専門性・技能
を有し、即戦力となる外国人を受け入れる制度です。

1.介護、2.ビルクリーニング、3.素形材産業、4.産業機械製造業、5.電気・電子情報関連産業、6.建設※①
7.造船・舶用工業※② 、8.自動車整備、9.航空、10.宿泊、11.農業、12.漁業、13.飲食料品製造業、
14.外食業（特定技能2号は※①②の2分野のみ受入れ可）



現在、14分野で、特定技能での外国人の雇用が可能となっており、対象の職種であれば広い範囲での受入れが可能です。

生産性の向上や日本国内で人材確保が極めて困難な状況に
ある、産業上の14業種分野に適応されます。

特定外国人を受け入れる分野について



技能実習生
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✅ 特定技能在留数 2020年９月末現在（全国）

✅ 技能実習生在留数 2019年末現在（全国）

• 2017

年

• 2018

年

• 2019

年

410,972人274,233人
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技能実習生と比例して年々在留数が増えております。2020年９月現在8,769人

人材の不足について



技能実習生制度

✅ 制度の比較（技能実習、特定技能制度）

技能移転による国際協力

「技術」「技能」「経験」学ぶ 人づくり

技能実習1号2号 技能実習3号 特定技能1号

3年 ２年 5年

日本在留期間、最大10年

最大10年

（1年、６か月又は4か月ごとの更新）

（技能実習2号修了者は試験等免除）

技能実習（最長５年） 特定技能（５年～）

（優良な監理団体・実習実施者限る）（基礎２級試験合格）

（技能検定３級試験合格）

1

•我が国で開発された

技能、技術、知識の

習得

2

•開発途上国（本国）

への移転を図る

3

•経済発展を担う

「人づくり」に協力

すること

我が国が先進国としての役割を果たしつつ国際社会との調和ある発展を図って
いくため、技能、技術又は知識の開発途上国等への移転を図り、開発途上国等
の経済発展を担う「人づくり」に協力することを目的としております。

特定技能制度

技術移転による国際貢献の「技能実習制度」とは異な
り、人手不足に対応するため、一定の専門性・技能を
持つ即戦力となる制度が特定技能制度です。

※特定産業分野において、相当程度の知識または経験を持つ外国人に向けた在留資格

1

専門性

2

技術

3

日本語力

就労目的
＊技能実習は労働力の需給の調整の手段として行われてはいけない

日本の労働力強化

技能実習生制度から継続して特定技能に移行すると最大10年間働けます。



出典 出入国在留管理庁

出典 出入国在留管理庁

✅ 制度の比較概要（技能実習、特定技能制度）

技能実習、特定技能制度年数比較



技能実習から
継続して採用

日本語力

秩序が保たれ
ている

転職が
できる

後輩の指導
ができる

即戦力

支援体制

相談体制

マイナス要因の解消に繋がる取り組みを
推進しております

最大10年間
働ける

大量の

がある

申請書類

まず、第一に人手不足が解消され

ます。若年層の労働力が確保でき

るため、高齢化が進む業種にとっ

ては大きな戦力になります。

人手不足の解消に

技能実習生で働いた後、業種の技能や知識が良好であれば、特定技能評価試験と日本語

評価試験を受けなくても在留資「特定技能」に移行することができます。

＊但し同じ職種の場合となります。職種が異なる場合は、日本語、技能等の試験が必要となります。

特定技能が許可されている職種において、技能実習を３年経れば、特定技能

１号で５年、合計8年働けます。また技能実習３号が許可されている職種にお

いては、技能実習を5年、特定技能１号で5年、合計10年働くことができます。

技能実習生での3年間は、技能、技術、経験を学びます。

その中で、日本の様々なルール、文化、生活風習等も同時

に学びます。日本で生活する上である程度の秩序が身に就

ているため、一から教える必要はありません。

01 日本の文化、風習など秩序が身についている

技能実習から継続して働くことができる

技能実習を併用すると最大10年間働くことができる

02

03

04

05 海外進出に有利になる

企業に優秀な外国人労働者がいることで、職場の多様化が進みます。また、特定

技能を持った外国人労働者たちの母国語により、海外の企業との交渉にも起用す

ることができたり、コミュニケーションが取れるなどのメリットがあります。

技能実習 特定技能

５年 ５年 10年

合計

技能実習から特定技能に移行する場合 ＋－要因（参考資料）

技能実習生から移行するメリット



※技能実習生2号、3号より引き続き特定技能に移行する場合は３~4カ月前より申請の準備
等が必要となります。一度帰国した実習生（国外)は６~７カ月前からの準備となります。
（海外から来日する場合、新型コロナウイルス感染症等、国内外の事情により入国が遅れることがございます）

特定技能外国人の就労までの流れ

3～４か月前申請 ６～７か月前申請
職種により期間前後する場合があります

職種により期間前後する場合があります

配属の 配属の



支援計画の概要

出典 出入国在留管理庁



✅ ＳＫＳ 活動内容

✅ 帰国後のフォローアップ制度の取り組み

滋賀国際事業支援協同組合の取り組み

技能実習及び特定技能での職務を終了し帰国した実習生に対して、帰国後の就職斡旋、
再入国、日本で取得した技術・技能・知識が円滑に活用できているか、相談フォロー体
制の推進をおこなっております。

再入国 相談体制就職斡旋

日本語能力試験（Ｎ３以上）の合格者には組合よ

り報奨金授与。日本語教室の紹介、斡旋。

寮訪問、ヒアリングを定期におこない、不安

的要素の払拭、円滑な就労環境であるよう

フォローをおこなう。

お米、食料品、生活用品、家電製品等の組合

員価格による販売。



年齢：25 歳 出身：チアンジュール
在留年月：5年 2 ヶ月
主な仕事内容：建設 とび

ジャジャンヌルザマンさん リカさん

年齢：23歳 出身：インドラマユ
在留年月：3年 7ヶ月
主な仕事内容：農業 耕種農業

年齢：24 歳 出身：チアンジュール
在留年月：3年 2 ヶ月
主な仕事内容：製造 溶接

キキサルマンファリシさん

日本で学んだことを、母国で実践したい 将来、日本語活かした仕事がしたい

私は農業のことを学びたいと思い、
技能実習生としてインドネシアから
来日しました。日本に来たばかりの
ころは、仕事も生活も覚えることが
多く、家族に会えない寂しさもあり
とても大変でした。しかし社長や上
司がいつもやさしく接してくれて、
いつしかそんな気持ちも消えていき
ました。日本のルールやマナーは、
母国とは違いとてもきびしいですが、
とても勉強になりました。インドネ
シアにいる私の家族は病気で働くこ
とができず、お金もいりますが、仕
送りをすることで家族を助けること
ができ本当に日本に来てよかったと
思います。私の会社では主に小松菜
を作っていますが、とてもおいしく
感動したことを今でも覚えています。
いつかこの味を母国の家族にも食べ
させてあげたいと思っています

私は将来、インドネシアで日本語の
通訳になりたいと思い、日本語や日
本の生活を学びながら仕事をできる
技能実習生を希望しました。来日し
た時、日本人は真面目な人がとても
多く驚きました。だから私の日本で
の仕事と生活は、学ぶことがとても
多いです。仕事は、構造物用の鉄製
品の溶接ですが、製品が大きく作業
は大変です。でも会社の方々が優し
く教えてくれるので大丈夫です。３
年間の技能実習を修了する時、まだ
日本で経験したいこと、学びたいこ
とがありました。日本語はまだまだ
ですし、仕事も日本品質の「完璧」
ではありません。富士山にも登って
みたいです。今回、会社から特定技
能のチャンスをもらうことができ、
現在は日本語の勉強と「完璧」な仕
事を目指し、日々がんばっています。

私は技能実習生として5年間の経験
を終え特定技能として現在とびの仕
事をしております。特定技能に進ん
だ理由は日本の技術をもっと学びた
いと思いました。日本のとびとイン
ドネシアのとびでは技術が違います。
その中でも1番は安全面です。イン
ドネシアでは日本のように安全教育
が行き届いておらず事故や怪我も多
く人気のある仕事ではありません。
現在、インドネシアでは、建設工事
がたくさんおこなわれておりますの
で国に帰ったら日本で学んだ技術を
いかし安全でスキルの高い仕事をし
たいと考えております。現在、技能
実習生の後輩が4人在籍しており指
導係りとして生活のこと、仕事のこ
と教えています。日本語と技術を学
べることに感謝して、少しでも長く
日本で頑張っていきたいと思います。

家族のために、頑張ります！！

技能実習生から特定技能に移行した外国人材が
多数活躍しております！！




